
福井城の復元をすすめる会

福井城址公園構想
～とりあえずは坤櫓・土塀の再生～

会長 吉田 純一



■福井城の復元をすすめる会

①ありし日の福井城を「県都福井市の顔、シンボ ル

にしよう」と、2002年（平成14年）創立

②会員数：1,200余名（市民、県民、県外者・・・）

60余社（企業会員）

③講演会、見学会や研修会、県や市への要望・陳情、

署名活動などの活動を継続中



■なぜ、福井城なのか

①福井城は福井市の母胎
現在の福井市は、戦災（昭和20年）や震災（昭和23 年）で大きな
被害を受けている。しかし、結城秀康が築城した福井城を母胎と
して発展してきたもの

②福井藩と福井城
将軍家と血縁関係をもつ親藩、かつ68万石の大藩、その
居城の福井城や城下町は、全国的にみても有数のもの

③旧本丸の内堀・石垣が残る
往時の福井城は4重・5重に堀が巡る大城であった、その主郭部
の本丸の石垣・内堀が残る、旧西二の丸・三の丸も・・・

④観光の拠点
県都の玄関であるJR福井駅に近く、立地条件が良好、手軽な
観光拠点にもなる可能性大

☛福井城は、十分に県都福井市の顔となり得る



４重、５重の
堀に囲まれ
た福井城

◇五重環郭式の大城
本丸・二の丸・三の丸な
どが同心円状に取り巻く

『週刊日本の城 名城探訪福井城』 （碧水社）



■福井城址公園構想

＊福井城址公園
福井城の主要郭であった本丸と西二の丸・三の
丸を一体として整備、内堀も活かしながら「福井
城址公園」として整備する
＊「県都デザイン戦略」では旧本丸を「福井城址」、西二の丸・三の丸

は「中央公園」として位置付けている
☛中央公園も福井城の面影が偲べるよう城址公園として整備する

①ありし日の福井城が偲べ、体感できる場
②県民・市民が憩える場
③災害時の避難所
④手軽に行ける観光の場



①城址公園の核、城門・櫓・続櫓・土塀、御殿などを整
備し、ありし日の福井城をできる限り、忠実に再現

②福井市の顔、観光の目玉
☛復元建物は福井特産

品の販売場・店舗など
に使用市民や県民の
各種活動の発表や
施設

■旧本丸（県庁跡地） 福井城再現の場



■中央公園（旧西二の丸・三の丸）
城址の中の都市公園として整備

①福井城の雰囲気が偲べ、市民・県民が憩える場、各種イベ

ント会場、災害時の避難所などにもなる都市公園として整備

②城址公園としては御座所に注目

☛御殿や堀の地表標示、現在も整備されているが、もっと強

調すべき

☛御座所表門を再現☛御座所の存在、公園の入り口、駐車

場の整備 （市役所の移転ともかかわる）

③福井神社西側に残る

旧石垣の活用



＊新幹線開通までに

西側南端の坤櫓と石垣上の土塀を再現する
☛すでに整備されている御廊下橋・山里口御門とともに旧本

丸の西側景観を整え、中央公園やその周辺からも城郭の

景観を高める

☛坤櫓の姿は、

JR福井駅や県庁線

からも見え、

都市景観も

高める

新幹線ホームからみた福山城


